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竹中 将貴 (東京慈恵会医科大学産婦人科学講座) 

 

「女性のヘルスプロモーションを通じた包括的子宮頸がんサービスの質の改善プロジェクト」の一環として、カンボジア

派遣に行ってまいりました。今回の派遣は、本プロジェクトが今年の 7月 10日で終了となるにあたり、技術支援を行うとと

もに、今後カンボジアの子宮頸がん診療におけるさらなる支援の可能性を探ることが目的の一つでした。2024年 2月 5

日から 2月 9日に東京慈恵医科大学産婦人科の髙橋一彰医師と共にカンボジアのクメールソビエト友好病院（KSFH）を

訪問し、子宮頸がんの手術や診療体制を中心に視察を行いました。 

今回の派遣に際して事前にカンボジア側より、子宮頸がん手術の技術指導の可能性を検討して欲しいという要望があり

ましたので、子宮頸がんに対する広汎子宮全摘出術 2件と単純子宮全摘出術 1件を見学しました。詳細は高橋医師の

記事に譲りますが、限られた医療資源の中で可能な範囲の手術が施行されており、基本的な技術も十分に習得できてい

ました。そのため、今後の支援として子宮頸がん手術の技術指導の必要性は、現時点では高くはないと考えられました。 

一方で子宮頸がん患者の診療体制においては、新たな課題が見えてきました。今回の視察では子宮頸がんの診療体

制の把握のため、産婦人科のみならず病理部・腫瘍科（放射線治療および抗がん剤治療を行う部門）の視察も行いまし

た。本邦では、産婦人科・放射線科・腫瘍内科などが協力し、定期的な腫瘍カンファレンス等を通して患者情報を共有す

ることで子宮頸がん患者に適切な医療を施していることが多いと思いますが、今回視察をした KSFHでは、部門間の情報

共有が皆無であることが明らかになりました。さらに産婦人科内においても定期的な手術カンファレンス等は開催されて

おらず、医師間で診療方針にかなり差があることも分かりました。部門内および部門間の患者情報の共有は子宮頸がん

診療において極めて重要な要素でありますので、この点をカンボジアにおける子宮頸がん診療の課題として挙げさせて

頂きました。 

以上より、今後カンボジアにおいて子宮頸がんの診療レベルのさらなる向上を目指すためには、部門内および部門間で

定期的なカンファレンスの開催を提案し、患者情報を適切に共有することが必要です。（次頁へ続く） 

KSFHの腫瘍科にて SCGO Kanal理事長への視察報告 KSFHの病理部門 

A Newsletter from SCGO-JSOG Project 
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髙橋一彰（東京慈恵会医科大学産婦人科学講座） 

 

日本産科婦人科学会（JSOG）-カンボジア産婦人科学会（SCGO） JICA 草の根技術協力事業 「女性のヘルスプロモー

ションを通じた包括的子宮頸がんサービスの質の改善プロジェクト」は、カンボジアにおける子宮頸がんの検診等の技

術の普及に貢献し大きな成果をあげてきました。SCGOの婦人科医師たちは、次の解決するべき課題として、子宮頸

がんと診断された患者に対して、世界水準の治療を行いたいと考えている様です。今回の視察では、検診に対する技

術支援に加え、子宮頸がん治療の改善を目的に、広汎子宮全摘出術（RH）の見学と講義をして欲しいと依頼されまし

た。 

講義提供に先立ち、カンボジアにおける低・中所得者層の患者を対象としたクメールソビエト友好病院（KSFH）にて 3

例の手術を見学しました。KSFHでは年間約 100例の子宮頸がんに対する手術が行われています。見学した手術は、

1件目が子宮頸部上皮内癌に対する単純子宮全摘術（TAH）、2件目が子宮頸がん IIA期に対する RH、3件目が子宮

頸がん IB2期に対する RHでした。 

TAHは、非常に熟練した手術が行われており、手術方法も本邦と概ね差はなく、安全な手術が行われているという印

象を受けました。RHについては膀胱側腔や直腸側腔の展開を十分に行わずに手術を進めていたため、基靭帯血管の

処理、膀胱子宮靭帯前層後層の処理、傍腟組織が不十分な印象を受けましたたが、手術操作自体は安全に行われて

おり、出血量も目測ですが 200ml 程度でした。骨盤リンパ節郭清は RH症例では施行されていましたが、外腸骨リンパ

節の生検程度に留まっていました。また、骨盤神経叢温存術式は施行されていませんでした。 

手術見学を基に、KSFHの婦人科スタッフ、医学生、他の地域病院医師など、約 60名を対象に ZOOMおよび face to 

faceでハイブリッド型講義を行いました。講義には RHに必要な解剖知識と手術動画を用いて、膀胱側腔や直腸側腔

の展開、基靭帯血管の処理、膀胱子宮靭帯前層後層の処理、傍腟組織の処理を中心に行いました。KSFHの婦人科

スタッフ、医学生は非常に熱心に講義を聴いて下さり、ディスカッションの内容も多岐にわたりました。 

全体的に手術手技はしっかりと習得しており、安全な手術施行されていました。さらなる技術の向上を目指すことも不

可能ではありませんが、医療資源が限られていること、排尿障害やリンパ浮腫などの術後管理の質が不十分であるこ

と、また退院後に通院が困難な症例が多いことを考慮すると、現時点の医療の状況に応じた適切な手術が行われてい

るのではないかと考えました。 

 

講義の様子 講義を終えての記念撮影 手術見学の様子 

ファーストステップは部門内での定期的なカンファレンス開催になると思いますが、本邦医師がアドバイザーとしてカンファ

レンスにオンラインで参加して多方面からアドバイスを行うことは、今後の支援方法の 1つとして検討できるのではないか

と考えました。さらにカンファレンスで興味深い症例があれば、ケースレポートの作成を指導するなど、アカデミックな支援

の可能性も拓けてくるのではないかと考えました。 

今回の視察を通して我々が考えた今後の支援の可能性については、カンボジア産婦人科学会（SCGO）の Kanal理事長

とも共有させて頂きました。今回の視察の成果が、今後のカンボジア支援を検討する上での一助となれば幸いです。 
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井本敦子（長崎大学 大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科）  

 

この度「女性のヘルスプロモーションを通じた包括的子宮頸がんサービスの質の改善プロジェクト」に参加する機会を

得て、2024年 1月 25日より 2月 7日までの 2週間、カンボジアに渡航させていただきました。新型コロナ感染症パン

デミックにより、海外出張を控えていたため、久しぶりの海外渡航、そして、初めてのプノンペン訪問、本プロジェクトに

も初参加でしたので緊張しましたが、このプロジェクトに長年ご尽力されている長崎大学の藤田則子医師(元国立国際

医療研究センター(NCGM))および NCGMの神田未和助産師の支援により、充実した活動を行うことができました。 

今回の訪問目的として、本事業で実施した健康教育、検診、診断治療の実施プロセスに影響を与える要因を検証する

ために、事業実施者である SCGO医師・事務局スタッフおよび教育省関係者へのインタビューと小学校女性教員への

フォーカスグループディスカッションを行い、事業実施上の困難や内的・外的要因などについて質問し情報収集しまし

た。 

SCGO医師へのインタビューでは、病院での分刻みの忙しい業務の中、笑顔で対応下さり、質問にも真摯に答えて下さ

いました。インタビューを通じて感じたのは、各々がプロジェクトに強くコミットメントし、活動を通じて多くの経験や知識を

得ており、それらが SCGO医師らの向上心を刺激しているのではないかということです。フェーズ１から参加している医

師もおり、長期にわたってプロジェクトに関わり蓄積された経験は我々日本人が想像する以上に影響を与えているかも

しれません。SCGO医師ら自身、そのことに気づいていない可能性もあります。 

また、現地でプロジェクト活動を実施する上で、様々な事務的・管理的作業が発生しますが、それを支えるのが SCGO

事務局になります。まさしく、縁の下の力持ち的な役割になりますが、この事務局の方々の事務能力の高さにも驚きま

した。たとえば、今回の短期滞在で多くのインタビューをスムーズに実施するにはどうしたらよいかを考え、移動時間が

最小限になるよう訪問先の日程を組むなど様々な配慮をしてくださいました。かゆい所に手が届く仕事ぶりは一朝一夕

では身につかないと思います。これまでの日本人関係者との仕事を通じて学んだことも多いのではないでしょうか。真

面目で、献身的、配慮も利く。なんだかべた褒めしていますが、私も彼女たちのようにありたい、すばらしいなと感じたの

で、正直にお伝えしたいと思います。 

プロジェクト関係者が活動を通じて様々な経験を積んで、おそらくプロジェクト当初よりもはるかに成長されたのではな

いかとお察しします。関係者の皆様が学会や各々の職場においてその能力が十分に発揮されることを祈念いたしま

す。また、今回の派遣を通じて、私自身、インタビューの難しさや楽しさを気づかせて頂く貴重な機会を賜りました。ご協

力いただいた関係者の皆様に、この場を借りて心よりお礼申し上げます。 

プノンペン市教育局へのインタビューの様子 小学校教員を対象としたフォーカスグループディスカッション 


